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平成２７年１１月６日 
 

各      位 
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（コード番号 9355  東証第二部） 
お問合せ先   専務取締役       山 下  和 男 

（TEL．  025 － 245 － 4112） 
 
 
 

平成２８年３月期第２四半期連結業績予想値と実績値との差異及び 
通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 当社は、平成２７年５月１３日公表の平成２８年３月期第２四半期の連結業績予想値と、本日公表

の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 また、最近の業績動向を踏まえ、平成２８年３月期通期の連結業績予想を修正いたしましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 
記 

 
１．平成２８年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異 

（平成２７年４月１日～平成２７年９月３０日） 
                 (百万円未満切捨て) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
    百万円 

8,280 
百万円

210
百万円

180
百万円 

100 
円 銭 

3.71 

今回実績（Ｂ） 8,360 353 354 254 9.44 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 80 143 174 154  

増 減 率（％） 1.0 68.2 97.2 154.7  

(ご参考) 前年同期 
（平成 27 年３月期 

第２四半期） 
8,558 258 252 136 5.05 

 
２．差異が生じた理由 

前回予想時は、運輸部門において、円安傾向の継続に伴い輸入貨物の荷動きに影響はあるものの、

前年４月からの消費税増税後の反動による影響も薄らぎ、全般的な荷動きは回復するとの見通しを

立てておりましたが、地方における個人消費の回復の勢いは依然弱く、一般消費財を中心とした輸

入コンテナ貨物の取扱数量が当初の見込みよりも減少したことが主な要因となり、運輸部門の売上

高は前回予想よりも減少いたしました。一方、機械販売部門とホテル事業部門の売上高が前回予想

に比べて増加した結果、平成２８年３月期の連結第２四半期における売上高は、前回予想に比べて

８千万円の増収となりました。 
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利益面については、ホテル事業部門が前回予想時に比べて好調に推移したことに加え、原油価格

の下落の影響により、当社グループ全体で動力燃料費や水道光熱費が減少した結果、営業利益は前

回予想よりも１億４千３百万円の増益となりました。また、経常利益も営業外収益では保険の解約

による返戻金が発生し、営業外費用も有利子負債の返済が進んだことにより支払利息が減少したた

め、前回予想に比べて１億７千４百万円の増益となりました。 
これらの結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前回予想に比べて１億５千４百万円の増

益となりました。 
 
３．平成２８年３月期通期連結業績予想値の修正（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日） 

  （百万円未満切捨て） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
    百万円 

16,360 
百万円

470
百万円

400
百万円 

230 
円 銭

8.53

今回修正予想（Ｂ） 16,250 590 550 340 12.60

増 減 額（Ｂ－Ａ） △110 120 150 110 

増 減 率（％） △0.7 25.5 37.5 47.8 

（ご参考）前期実績 

（平成２７年３月期） 
16,915 519 491 305 11.34

 
４．修正の理由 

当社の主力部門である運輸部門におきましては、一般貨物は堅調に推移する見込みでありますが、

円安傾向による輸入価格の上昇の影響が継続し、個人消費の回復も緩慢なものと予想されることか

ら、一般消費財を中心とした輸入コンテナ貨物の荷動きは、引き続き鈍いものとなる見込みであり

ます。また、機械販売部門やホテル事業部門におきましては、上期同様に下期も概ね順調に推移す

る見込みであります。 
これらの事業環境から総合的に判断し、連結通期の売上高は１６２億５千万円（前回予想比０．

７％の減収）の見通しであります。 
利益面につきましては、運輸部門では下期も引き続き燃料価格が低水準で推移する見込みであり、

ホテル事業部門においても、上期の前回予想に対する増益分が通期の差益を押し上げる見込みであ

ります。 
これらのことから、営業利益は５億９千万円（前回予想比２５．５％の増益）、経常利益は５億５

千万円（前回予想比３７．５％の増益）、親会社株主に帰属する当期純利益は３億４千万円（前回予

想比４７．８％の増益）となる見込みであります。 
 

（注）上記予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
                                   

以 上 


